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3Ｄプリンタを用いた福祉用具作成に関する教育実践
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Educational Practice on Creating Welfare Tools using 3D Printers
Masato NAKAGAWA, Akinobu TAKANO, and Sugio YOSHIKAWA
介護福祉教育に 3Ｄプリンタを用いた福祉用具作成の授業を導入すべく、現在、教育プログラム
の開発を進めている。3Ｄプリンタ未経験者に入門授業を行い課題を確認した後、これまでの研究
から得られた知見と合わせて、 7テーマから成る教育プログラムを作成した。その中から 6テーマ
を選び、社会福祉学科の学生 5人を対象に、模擬授業とアンケート調査を実施した。各テーマ終了
後の回答を分析した結果、①難易度が適正であること、②ものづくりに関する興味・関心が持続す
ること、③施設利用者の生活改善への期待が高く持続することを確認した。また、授業前後の回答
を比較分析した結果、「発想が豊かになった」「意欲が向上した」と実感する学生の割合が増加した。
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はじめに
介護現場には、福祉用具の購入・利用に関する課
題がある。それは、要介護者の障害の程度が一人ひ
とり異なるにもかかわらず個別性の高い福祉用具を
利用できないというものである。一般的にそのよう
な福祉用具は高単価で、利用者が出所した後に再利
用できない。そのため、汎用の福祉用具を購入せざ
るを得ないという状況がある。
3Ｄプリンタによる個別性の高い福祉用具の作成
には、こうした課題を解決する可能性があるだけで
なく、作成の過程を通じた介護職員のアセスメント
力の向上、ADL（Activities of Daily Living：日常
生活動作）や QOL（Quality of Life：生活の質）の
向上、そして、近年求められている介護ニーズの複
雑化・多様化・高度化への対応も期待できる。
そこで筆者らは、 3Ｄプリンタを福祉用具の作成
に活用できる介護専門職の養成を目指し、そのため
の教育プログラム開発に取り組んでいる。本論文
は、その開発過程と、介護福祉を学ぶ学生を対象に
行った模擬授業の効果と課題を報告するものである。
なお、本研究では、日常生活の便宜を図るための
比較的小さな自助具、あるいは小物等を 3Ｄプリン
タで作成することを想定している。本論文ではこれ
らの総称として「福祉用具」という語を用いる。
1．3Ｄプリンタに関する近年の動向
3Ｄプリンタを取り巻く環境は年々変化してい
る。教育プログラムを考えるには、このような周辺
環境も考慮する必要がある。そこで、近年の動向を
整理しておく。
① 3Ｄプリンタ
3Ｄプリンタの低価格化が進み、XYZ PRINTING
社の製品など、 3 万円以下で最大120×120×120㎜
の物体を印刷可能な製品を購入できるようになっ
た。ハードウェア導入のコスト的な課題はほぼ無い
と考えてよい。
② 3D CAD
3D CAD（3D Computer-Aided Design：三次元
コンピュータ支援設計）は、3Ｄデータを作成する
ためのソフトウェアである。Windows10標準の 3D
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Builder や AUTODESK 社の 123D Design など、
3D CAD には無料で利用できるものが多く、コス
ト的な課題は無いと考えてよい。
なお、3D CAD にはマウス操作によってモデル
を作成するものと、プログラムで作成するものとが
ある。前者を利用することが一般的だが、本研究で
は後者のOpenSCAD（後述）も使用している。
③ 3Ｄデータ
無料の 3Ｄデータの共有サイト（Thingiverse 等）
には、義手、義足、箸サポート（箸を持ちやすくす
る器具）などのデータが登録されている。加工が不
要であれば、ダウンロードと印刷によって福祉用具
の作成は容易にできる。
なお、データの多くは、STL フォーマットとい
う三角形の集合体のため、目的の形状に加工するこ
とが難しい。しかし、中には、STL に変換する前
のファイルも登録されている場合があり、対応する
アプリケーションで編集すれば、加工・修正するこ
ともできる。
2．先行研究
2.1．既存の研究と本研究の関係
3Ｄプリンタを用いた福祉用具に関する研究は主
にリハビリテーション分野における義肢装具の作成
を中心に行われてきた。一方、介護福祉教育で 3Ｄ
プリンタを活用している研究はほとんど見られない。
実際、「医中誌 Web（医学中央雑誌発行会）」に
おいて、「3Ｄプリンタ」と、「自助具」または「福
祉用具」を検索語とした場合に抽出されるのは18件
であり、「3Ｄプリンタ」と「介護」を検索語とし
た場合は 4 件である。また、「CiNii（NII 学術情報
ナビゲータ）」において「3Ｄプリンタ」と、「自助
具」または「福祉用具」を検索語に抽出されるのは
いずれも 2 件、「3Ｄプリンタ」と「介護」では 1
件である（2018 年 9 月14日時点）。
これらのうち、介護福祉教育で 3Ｄプリンタを活
用しようとする研究は 2件、筆者らの研究を除くと
1 件（川名､2015）のみである。川名の研究は、 3Ｄ
プリンタを介護福祉教育に活用しようとする優れた
研究であるが、教育プログラムの評価には至ってい
ない。本論文では、模擬授業を行い、その評価を行っ
ている点が異なる。
2.2．これまでの研究の成果
開発を進めている教育プログラムが、介護職員の
専門性を高めるものとなるためには、単なる 3Ｄプ
リンタの使用方法ではなく、現場のニーズや課題を
踏まえた内容でなければならない。そこで、これま
での研究で得られた知見を整理しておく。
① 施設種別と設計技術との関係
筆者らの研究では、福祉施設の種別が異なると、
福祉用具作成に必要な設計技術も異なることが分
かっている（中川 他、2018）。
特別養護老人ホームや介護老人保健施設では、特
定の利用者に合わせて作った自助具が、わずかな変
更で、別の利用者に適用できることがある。しかし、
障害者支援施設では、利用者ごとにオーダーメイド
の設計が必要で、そのために 3Ｄスキャナを用いる
など、高い技術が求められる（中川、2017）。
よって、初心者は、特別養護老人ホームや介護老
人保健施設で求められる福祉用具から始めるのがよ
いと考えられる。
② 福祉用具特有の設計の難しさ
自由な作品作りとは異なり、福祉用具では、箸や
パイプなど、既存の製品を計測し、それに合わせて
データを作ることがある。そのためには、直径の測
り方、誤差の考え方、工業規格などの知識が必要と
なる（中川 他、2016）（中川、2017）。
よって、教育プログラムには CAD以外に、もの
づくりの知識を学ぶ機会があるとよいと考えられる。
③ 派生製品の作りやすさ
同一機能であっても、外観や性能が異なる派生製
品を作成できるのが、3Ｄプリンタのメリットである。
筆者らは、取付位置やバネの強さが異なる箸サ
ポートを 9種類作り、それらを 3段階で評価しても
らうアンケートを介護施設の職員に実施し、コン
ジョイント分析により、最も満足度が高い形状を求
める研究を行った（高野、2018）。
この過程において、複数の派生製品を作るには、
プログラムによる 3D CAD が適していることがわ
かった。変数の値を変更するだけで簡単にモデルを
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調整できるからである。
よって、プログラミングを完璧に修得する必要は
ないが、初心者が OpenSCAD を経験することには
意味があると考えられる。
3．研究の目的・方法（全体）
3.1．目的
本研究の最終的な目的は、介護福祉教育に 3Ｄプ
リンタを用いた福祉用具作成の教育プログラムを導
入し、介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応
できる人材を養成することである。その過程である
本研究の目的は、そのための教育プログラムを開発
し評価をすることである。
3.2．方法
教育プログラムの開発と評価は、次のような 3段
階で行った。
・第 1段階：初心者への 3Ｄプリンタ入門授業
・第 2段階：プログラムの検討
・第 3段階：社会福祉学科学生への模擬授業
第 1 段階では、3Ｄプリンタ未経験者に授業を行
い成果と課題を確認した。第 2 段階では、2.2 で述
べた研究成果、および、第 1段階の結果に基づきプ
ログラムを検討した。第 3段階では、検討したプロ
グラムを基に、再度未経験者に模擬授業を行い、成
果と課題を確認した。以下、段階ごとに、目的・方
法、および、結果と考察を述べる。
なお、本研究は、中部学院大学・中部学院大学倫
理委員会の承認を得て実施した（承認番号：
E16-0017）。
4．初心者への3Ｄプリンタ授業(第1段階)
4.1．目的
第 1段階の目的は、次の通りである。
・ 3D CAD の初心者が、どれくらいの期間で 3Ｄ
データを設計・作成できるようになるのかを確認
する。
・ 3Ｄプリンタを用いた集団教育を行う際の授業内
容および教室環境について課題を明確にする。
4.2．方法
3D CADや 3Ｄプリンタの利用経験がない学生に
対し、基本操作を学ぶ授業を実施した後、福祉用具
作成の授業を実施した。概要は次の通りである。
・対 象：経営学科 3年（13 人）
・授業名：専門演習Ⅱ（ゼミナール科目）
・期 間：2017 年前期
（注）この段階では、初心者がどの程度 3D CAD
を使えるか確認することに主眼を置いたため、学科
よりも実施環境を優先し、経営学科で実施した。
授業で使用した PC の概要を表 1 に、3Ｄプリン
タの概要を表 2 に示す。PC は 1 人 1 台、3Ｄプリ
ンタは共用とした。
表 1 デスクトップPCの概要
表 2 3Ｄプリンタの概要
授業は以下の流れで実施した。なお、授業 1回の
時間は 90 分である。
・ 3Ｄプリンタによる福祉用具作成の可能性および
意義に関する講義（1回）
・ 3D CADの基本操作（2回）
・福祉用具の製作（5回）
「 3D CADの基本操作」の内容は、①ビューの操
作（回転、平行移動、投影法）、②オブジェクトの
操作（追加、移動、変形）、③ブール演算（結合、
削除）、④ STLエクスポートである。教員の操作を
画面に映しながら、口頭で説明を行い、その操作を
追従する方法で実施した。
「福祉用具の製作」では「3Ｄプリンタを使って
福祉用具を作成する」というテーマのみを与え、自
由に作成してもらった。
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OS Windows7
3D CAD 123D Design
(AUTODESK社)
機種名 Da Vinci mini w
(XYZ PRINTING 社)
台数 2 台
最大印刷範囲 150×150×150mm
印刷用ソフトウェア XYZware
フィラメント PLA
4.3．分析方法
基本操作を習得しているか否かは、10人（約 8割）
が教員の指示通りにできているかどうかを基準に判
断した。
4.4．結果と考察（第 1段階）
① 技術習得の観点から
初心者向けの 3D CADを用いた場合、「3D CAD
の基本操作」は 1回の授業で修得できた。
一方、「福祉用具の製作」は学生にとって難しい
課題であった。福祉用具は設計と試作を繰り返しな
がら完成させる必要がある。趣味の作品作りと異な
り、明確な機能を持った用具を設計することは、
3D CAD に不慣れな学生にとって多くの時間を要
することがわかった。アプリケーションの個々の機
能と働きを理解したとしても、それらをどのように
組み合わせ、頭の中のイメージを実現したらいいの
かがわからないのである。
これらの結果から、教育プログラムには、具体的
操作を通してデザインを学ぶ時間が多く必要である
ことがわかった。また、頭の中のイメージをデザイ
ンに落とし込んでいくプロセスを学ぶことが必要で
あることがわかった。
② 福祉用具作成の観点から
①で述べた技術不足もあり、「福祉用具の製作」
では、大半の学生が福祉用具を完成させることがで
きなかった。また、できたとしても既存の福祉用具
と類似の発想に留まり、独自性の高い福祉用具の作
成には至らなかった。
その理由として、福祉現場を知らないことが考え
られる。福祉の現場を知らない者にとって、利用者
や介護者が不便に感じていることの中から、解決す
べき課題を具体的に設定し、そのための用具を作成
することは非常に困難である。
このことから、たとえ社会福祉学科で学ぶ学生で
あっても、①実習などの介護の現場を経験し、かつ、
②問題意識を高く持ちながら注意深く観察し、③そ
の解決に主体的に関わろうとする学生でなければ、
作成する福祉用具を具体的に設定することは困難で
あると推察された。
③ 教室環境の観点から（ソフトウェア）
今回使用した 123Ｄ Design は初心者にわかりや
すいインタフェースと福祉用具作成に必要な機能を
備え、かつ、無料で利用できるという利点があった。
しかし、2017 年 3 月末で配布が中止され、現在は
入手不可能となっている。
福祉用具作成には多くの時間を要するため、大学
と同じ学習環境を自宅に構築できることが望まし
い。今回はそれができないことが、作品作りが進ま
なかった原因の一つと考えている。
なお、本学の PCには 123D Design がインストー
ル済みであったが、今後OS の更新のタイミングで
使えなくなる可能性がある。AUTODESK 社は、
123D Design の代替として Fusion360 や Tinkercad
を推奨している。このうちFusion360 は非常に高機
能で操作が難しく初心者には適さないと考える。ま
た、Windows10には標準で 3Ｄ Builder がインス
トールされているが、福祉用具作成に使うには機能
が不足している。よって、現時点では、初心者が福
祉用具作成に使用するのであれば Tinkercad が適
していると考える。
Tinkercad にはブラウザがあれば自宅でも大学と
同じように利用できるというメリットがある。しか
し、利用にはユーザ登録が必要である。学生に外部
サイトへのユーザ登録を指示することについては、
その是非を検討する必要がある。また、推奨環境は
Chrome または Firefox であり、Internet Explorer
や Edge は含まれていない（注：動作しないわけで
はない）。情報教室のPCに標準以外のブラウザをイ
ンストールしたり、バージョンアップすることが難
しい場合には機能を十分利用できない可能性がある。
④ 教室環境の観点から（ハードウェア）
情報教室等で 3Ｄプリンタを使用する場合に問題
となるのはPCとの接続である。教室のPCにドライ
バ等のソフトウェアをインストールできない場合は、
3Ｄプリンタを物理的に接続しても利用できない。
今回は、教員が管理する 3Ｄプリンタを接続した
ノート PC を用意して対応した。学生は 3D CAD
のエクスポート機能を利用して STL ファイルを
USB メモリに保存し、それをノート PC に接続し
て印刷するという方法をとった。
また、授業として考えた場合、印刷の待ち時間の
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利用方法が課題となる。履修者と同数のプリンタを
用意することは困難なため、この時間を使って解説
をするなど、授業運営に工夫が必要である。
5．プログラムの検討（第 2段階）
5.1．目的
第 2段階の目的は、福祉用具作成の教育プログラ
ムを作成することである。
5.2．方法
2.2 で述べた研究成果と第 1 段階の課題を踏ま
え、教育プログラムを検討した。
5.3．結果と考察（第 2段階）
① 検討にあたり考慮したこと
プログラムを検討するにあたり考慮した事項のう
ち、主なものは次の通りである。
・福祉分野の授業として、3Ｄプリンタの活用が、学
生の意欲や発想を向上させるように工夫すること。
・単なる 3Ｄプリンタの使い方を学ぶだけの授業に
ならないようにすること。
・安全性を第一に考えること。
・福祉の視点からの教材や事例を取り入れること。
また、解説にこれまでの研究成果を反映させる
こと。
・初心者が 3D CAD を用いて福祉用具を「無」か
ら作ることは困難だと認識すること。
・計測や誤差など、ものづくりに関する知識を扱う
こと。
・安価な 3Ｄプリンタではできないことも知識とし
て扱うこと。
・既存のデータを修正して利用するという観点から、
プログラム形式のCADについて学ぶこと。
③ 作成したプログラム
作成したプログラムの目標を表 3に、各テーマの
内容を表 4～表10に示す。なお、内容の取扱いにつ
いては紙面の都合上、要点のみを抜粋した。
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表 3 人材育成の目標と技術目標
人
材
育
成
の
目
標
① 福祉の高度化に対応するための技術と
知識を持ち、個別性を重視した介護の
重要性を理解し実践することができる。
② 3D プリンタの特性を理解し、個別性
を重視した介護を実現するための手段
としてそれを活用することができる。
③ 課題を発見する姿勢で業務に臨み、創
意・工夫を発揮し、施設利用者のQOL
改善に積極的に取り組むことができる。
技
術
目
標
① 3Ｄプリンタを用いて、既存の3Ｄデー
タから福祉用具を作成することができる。
② 既存の 3Ｄデータを加工・修正し、利
用者に合わせた福祉用具を作成するこ
とができる。
表 4 テーマ 1 3Dプリンタ基礎
授業数 1 ～ 2
目 標 3Ｄプリンタに関する基礎的技術を実習に
よって体験させ、3Ｄプリンタへの興味・関
心を高めるとともに、各部の名称と役割、素
材の特徴等の基礎的知識を身につけ、安全性
に配慮しながらこれらを福祉分野に応用しよ
うとする態度を育てる。
内 容 1 3Ｄプリンタと福祉用具
ア 3Ｄプリンタの概要
イ 福祉用具の役割と効果
ウ 福祉用具と安全性
2 3Ｄプリンタの原理
ア 3Ｄプリントの方式と特徴
イ 3Ｄプリンタ各部の名称と役割
3 3D データ
ア 3Ｄデータの形式と特徴
イ 著作権
4 ソフトウェア
ア 3Ｄプリントに必要なソフトウェア
内容の
取扱い
（要点）
1 のイについては、既存の福祉用具に加え、
ICT を用いた福祉用具の事例を取り上げ、福
祉用具活用の意義や、福祉の高度化について
の理解を深める工夫をする。
中部学院大学・中部学院大学短期大学部 教育実践研究第 4巻(2018）201－210
― 206 ―
表 5 テーマ 2 3Ｄプリント演習
授業数 1 ～ 2
目 標 データの準備からプリントまでの一連の流れ
を理解する。
内 容 1 3Ｄプリントの基本
ア 3Ｄプリントの準備
イ 3Ｄデータの準備
ウ 3Ｄプリントの実践
2 3Ｄプリントの特性
ア 3Ｄプリンタの性能
イ 積層方向と強度
ウ プリント時間
3 プリント素材
ア プリント素材の種類と特徴
4 3Ｄプリンタのメンテナンス
ア フィラメントの交換
イ 3Ｄプリンタの調整
内容の
取扱い
（要点）
1 のアについては、可能な範囲で準備から一
連の流れを体験させ、自身で行うことができ
るように工夫する。
3のアについては、安価な 3D プリンタで利
用できない素材についても、様々な素材があ
ることを理解できるように工夫する。
表 6 テーマ 3 3D CAD基礎Ⅰ
授業数 2 ～ 3
目 標 3D CAD に関する知識と技術を習得させ、
制作物を構想し、作成するための技術と知識
を育てる。
内 容 1 3D CADの基礎知識
ア 3D CADの概要
イ 3D CADの基本操作
2 3D プリンタとの連携
ア 3Dデータの書き出し
イ 3Dデータのプリント
3 事例演習
ア 3D CADによるデザイン
内容の
取扱い
（要点）
1 のアについては、GUI による CAD を基本
としながら、プログラム形式の CAD につい
ても基本的な内容を扱う。また、CADによっ
て機能が異なることを理解させる。
表 7 テーマ 4 3D CAD基礎Ⅱ
授業数 2 ～ 3
目 標 プログラム形式の 3D CAD を用いて、既存
のデータを加工・修正するための知識と技術
を習得させる。
内 容 1 3D CAD（プログラム形式）の基本
ア 3D CAD（プログラム形式）の概要
イ 3D CAD（プログラム形式）の基本操作
2 3D プリンタとの連携
ア 3Dデータの書き出し
イ 3Dデータのプリント
3 事例演習
ア 3Dデータ（プログラム形式）の入手
イ 3Dデータ（プログラム形式）加工
ウ 製品の改良と評価
内容の
取扱い
（要点）
1 のアについては、3D データの加工・修正
の容易さという観点から、GUI による CAD
との違いを理解させる。
また、GUI による方法に比べ、個別性に合わ
せた福祉用具が作成しやすいことについて、
理解を深めるための解説を加えるとよい。
表 8 テーマ 5 デジタル工作技術
授業数 1
目 標 デジタル工作を可能とする周辺技術について
の知識を習得させる。
内 容 1 機器
ア 様々な機器
2 インターネット
ア 情報公開
イ 共有
ウ 資金調達
内容の
取扱い
（要点）
1 のアについては、3Dスキャナ、CNC、レー
ザーカッター等、デジタル工作技術で主とし
て使用される機器を紹介する。
2のイについては、アとの関連において、3D
データの派生と利便性の向上について、概要
を理解させる。
6．社会福祉学科学生への教育実践（第 3
段階）
6.1．目的
第 3段階の目的は、次の通りである。
・開発したプログラムの内容と難易度が適切かを確
認すること。
・模擬授業の効果と課題を明らかにするためのデー
タを収集・分析すること。
6.2．方法
3Ｄプリンタ未経験の社会福祉学科の学生を対象
に模擬授業を実施した（図 1）。概要は次の通りで
ある。
・対象：社会福祉学科 1年（ 5人）
・実習経験：あり（ 5人）
・実施日：2018年 8 月20、21、31日
（注）被験者は学科全体に授業内容を説明し、関心
を示した学生の中から、日程、交通手段の有無（夏
季休暇中のため）を考慮し決定した。
図 1 模擬授業の様子
実施内容と方法を以下に示す。
・テーマ：全 6テーマ（テーマ 1～4，6～7）
・時 間：約 2時間 /テーマ
（注）今回の模擬授業は、開発中の教育プログラム
の検証という位置づけのため、15回（半期分）実施
することよりも、全テーマを網羅することを重視し
た。そのため計画した授業数よりも少なくなってい
る。また、テーマ 5は周辺技術の解説（講義）のた
め、今回は演習を優先し実施しなかった。
授業環境は次の通りである。
・PC ：表 1と同じ
・3Ｄプリンタ：1台 / 人（全 5台）
（表 2と同程度の性能）
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表 9 テーマ 6 三次元CAD応用
授業数 2 ～ 3
目 標 既存の製品に組み合わせるための部品を製作
する際に考慮すべき、設計上の注意点につい
ての知識を育てる。
内 容 1 設計の基礎
ア 設計の手順
2 物体の計測
ア 長さの計測
イ 角度の計測
ウ 隙間の計測
3 設計演習
ア 身近な製品の規格
イ 部品の設計と製作
内容の
取扱い
（要点）
1 のアについては、構想を設計図に変換する
作業を体系的に学べるように工夫する。
3のイについては、試行錯誤を通じて、もの
づくりへの興味・関心を育成するとともに、
難しさも理解させるよう工夫する。
表10 テーマ 7 福祉用具製作実習
授業数 3 ～ 4
目 標 福祉に関する知識と経験を生かし、3Ｄプリ
ンタを用いて福祉用具を作成するとともに、
個別性に沿った福祉用具の有用性への理解を
深める。
内 容 1 福祉用具の必要性
ア 福祉施設の種別と特徴
イ 現場のニーズ
ウ 評価方法
2 福祉用具の製作
ア 課題と解決方法の検討
イ 設計と製作
ウ 評価
内容の
取扱い
（要点）
1 のア、イについては、研究データ等を用い
て具体的に説明する。ウについては、安全性
を第一に考えることを理解させる。
2のアについては、全てを 3D プリンタで製
作する以外にも、既存の製品と 3D プリンタ
で作成した部品を組み合わせてもよいことと
する。
授業の効果を調査するため、第 1テーマの前、第
7 テーマの後でアンケートを行った。加えて、各
テーマの終了時にもアンケートを行った。この結果
を単純集計により分析した。また、質的変数はダ
ミー変数に置き換えて集計した。
なお、倫理的配慮として、アンケートの実施前に、
研究の目的、データの分析方法、個人情報の保護、
参加が任意であることを書面及び口頭で説明し、書
面で同意を得た。
6.3．結果と考察（第 3段階）
被験者は 5名であり、データが十分であるとはい
えない。しかし、授業を改善するための参考にはな
ると考える。以下、分析結果を述べる。
① 内容の理解度の分析
各テーマの終了ごとに「この授業はよくわかりま
したか」と質問した。「よくわかった( 5 点）」「どち
らかといえばわかった( 4 点）」「どちらともいえな
い( 3 点）」「どちらかといえばわからなかった( 2
点）」「わからなかった( 1 点）」の 5段階で回答を得
た。平均値の変化を図 2に示す。
授業が進むにつれ、理解度が下がる傾向にあるの
は、徐々に授業の難易度が上がるためだと考えられ
る。しかし、全テーマを通して4.0以上であり、授
業の難易度は適切であったと考える。
個別のテーマについてみると、第 2テーマが比較
的高いのは、3Ｄデータの入手からプリントまでの
流れを体験するもので比較的わかりやすかったから
だと考えられる。
第 4テーマが比較的高いのは、プログラム中の数
値を変えて、M5 ボルトが通る穴を作成するという
課題（図 3a）が取り組みやすかったためだと考え
られる。
第 6 テーマが比較的低いのは、「ラップの芯に合
う部品を作成する」という課題で、なかなか実物に
合うデータが作成できず苦労したことが原因だと考
えられる（図 3b）。自由記述からは、ラップの芯に
合わせることの難しさ、誤差の影響、一度ではうま
くいかないことなど、ものづくりの難しさに気づい
たことが確認できる。
一方で、短時間の学習であっても、目的のオブジェ
クトを作ることができた学生もあり（図 3c）、課題
を適切な難易度に設定すれば、初心者でも取り組む
ことができると確認できた。
図 2 内容の理解度（平均値）
(a) (b) (c)
図 3 学生の作品
② 時間配分の分析
各テーマの終了ごとに「内容を理解する上で、説
明時間や活動時間は適切でしたか」と質問した。
「もっと時間が欲しかった( 3 点）」「適切だった( 2
点）」「もっと短くてよかった( 1 点）」の 3段階で回
答を得た。平均値の変化を図 4に示す。
授業が進むにつれて、学生が作業時間を求めるよ
うになることがわかる。これは、後半ほど製作時間
が必要な内容になることや、授業回数を減らして実
施したことが影響していると考えられる。
個別のテーマについてみると、第 2テーマが比較
的高い理由は、授業時間内に印刷が終了しなかった
ためだと考えられる。自由記述にも印刷時間がもっ
と欲しいとの記述があった。第 7テーマでは「楽し
くて時間がいくらあっても足りない」との記述が見
られた。
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図 4 時間配分の適切性（平均値）
③興味・関心の分析
各テーマの終了ごとに「この時間を終えて、3Ｄ
プリンタを使って自分で何かを作ってみようと思い
ましたか」と質問した。「とてもそう思う( 5 点）」
「どちらかといえばそう思う( 4 点)」「どちらともい
えない( 3 点）」「どちらかといえばそう思わない( 2
点）」「全くそう思わない( 1 点）」の 5段階で回答を
得た。平均値の変化を図 5に示す。
全体として 3Ｄプリンタに対する興味・関心が高
い値（4.6 以上）で持続している。
自由記述からは、「ものづくりがもともと好きで
今回の活動で色々作ってみたいと思った」や「フィ
ギュアやプラモデルを作ってみたい」といった自身
の興味・関心と関連付ける記述や、「ぴったりと合
うものが作れたことがうれしかった」という学習過
程での喜びに関する記述がみられた。また、「福祉
用具を作ってみたい」といった教育プログラムの目
的に合致する記述もあった。
図 5 3Ｄプリンタへの興味・関心（平均値）
④ 3Ｄプリンタへの期待度の分析
各テーマの終了ごとに「 3Ｄプリンタを使って、
利用者の生活改善ができるのではないかという期待
が持てましたか」と質問した。「とてもそう思う( 5
点）」「どちらかといえばそう思う( 4 点)」「どちら
ともいえない( 3 点）」「どちらかといえばそう思わ
ない( 2 点）」「全くそう思わない( 1 点）」の 5 段階
で回答を得た。平均値の変化を図 6に示す。
全体として 3Ｄプリンタへの期待度が高い値（4.3
以上）で持続している。個々のテーマに着目すると、
第 2テーマや第 4テーマが比較的高いのは、①と同
じ理由だと考えられる。第 3テーマが比較的低いの
は、3D CAD の基本操作を学ぶだけでは福祉との
関連をイメージしにくかったからだと考えられる。
図 6 3Ｄプリンタへの期待（平均値）
⑤ 意識変化の分析
第 1テーマの開始前に「あなたがこの授業に期待
することは何ですか」と質問した。結果を表11に示
す。「おおいに期待する」「どちらかといえば期待す
る」が多く、授業に関心を持つ学生が集まったこと
がわかる。
第 7 テーマ終了後に、上記と同じ項目について、
「あなたがこの授業で達成できたことは何ですか」
を 5段階で質問した。結果を表12に示す。
「期待」と「達成」を比較すると 8 項目中 5 項目
で平均点の上昇がみられる。そのうち「発想が豊か
になる」と「意欲が向上する」では 5人中 4人が「お
おいに達成できた」と答えている。3Ｄプリンタを
活用した福祉用具の作成が、学生の意欲や発想の豊
かさにつながる可能性を示唆しているといえる。
「情報処理や機械の知識・技術が向上する」と「福
祉の知識や技術が向上する」については平均点が下
がっている。授業後の「あなたはどんな点が難しい
と感じましたか」という質問（自由記述）には、設
計や計算がうまくできなかったこと、イメージを 3D
CAD でデザインできなかったこと、アイデアを出
すことなどの記述がみられ、福祉用具を実際に設計
する難しさを感じたことが理由として考えられる。
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表11 授業に期待すること（授業前）
※表中の数値は回答者数
表12 授業で達成できたこと（授業後）
※表中の数値は回答者数
7．結論および今後の課題
開発した教育プログラムを模擬授業として実施
し、その過程で得られたアンケートデータを分析す
ることによって、以下の事項が確認できた。
・内容の難易度は適正であること。
・学生の活動時間が不足していたこと。
・ものづくりへの興味・関心が高く持続していた
こと。
・利用者の生活改善に対する期待が高く持続してい
たこと。
・学生が意欲や発想力の向上を実感していること。
今後は、これらの結果を基に、さらに教育プログ
ラムを改善していく予定である。
一方、時間が限られていたこともあるが、実習を
経験した学生であっても、テーマ 7では作成する福
祉用具を決めることが難しかった。実習中に福祉用
具を決めるような課題を与えておき、その後に福祉
用具作成を行った場合に、結果が異なるかについて
確認したい。また、今回、学生が「発想が豊かになっ
た」「意欲が向上した」と感じたことで、今後の実
習に取り組む姿勢がどう変わるかも確認したい。
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